
ポスター展「#HereIstand 我ここに立つ － マルティン・ルター、宗教改革とそれがもたらしたもの」
2017年11月8日（水）～17日（金） 8:00～22:00（休日を除く）
福岡大学 文系センター1階「プラザ50」（〒814-0180 福岡市城南区七隈8-19-1）

特別記念講演会（金山正道先生）
2017年11月10日（金） 13:00～14:30　
福岡大学中央図書館1階「多目的ホール」（〒814-0180 福岡市城南区七隈8-19-1）
主催：大阪・神戸ドイツ連邦共和国総領事館、福岡大学人文学部ドイツ語学科　後援：西日本日独協会



宗教改革 500周年記念 
2017 年 10 月 31 日、マルティン・ルターの「95 ヶ条の論題」の提示から 500 年を迎えます。 

宗教改革は世界史的に意義を持ち、その多大なる影響は教会内だけにとどまりません。偉大なる宗教改革者ル

ター、メランヒトン、ツヴィングリ、カルヴァンらは、宗教史、精神史にのこる新たな考えをもたらし、文化の

発展に貢献しただけでなく、政治的にも影響を及ぼしたのです。ドイツでは 2008 年からプロテスタント教会

(EKD)並びに国の諸機関が共に構想を練り、宗教改革 500 周年に向けて「ルターの 10 年」を企画してきました。 

 

ドイツ外務省のプロジェクト 
ドイツ外務省の支援を受けた宗教改革記念事業として、ドイツとアメリカの博物館では 2016 年 10 月から二

大展覧会プロジェクトが実現しています。 

 

■ 特別展 "Here I Stand"（我ここに立つ） 

"Here I Stand" の大規模展覧会は州立ハレ市先史博物館、ザクセン・アンハルト州ルター記念財団、ドイ

ツ歴史博物館（ベルリン）並びにゴーダ市フリーデンシュタイン城財団の協力のもと、モーガン図書館・博

物館（ニューヨーク市）、ミネアポリス芸術研究所（ミネソタ州ミネアポリス）、エモリー大学ピット神学図

書館（ジョージア州アトランタ）にて開催されました。 

この特別展は、マルティン・ルターの生涯と作品、並びに宗教改革期の芸術史と文化史の時代背景を分か

りやすく紹介しながら、文化の宝庫としての中部ドイツの魅力を伝えるものです。このプロジェクトのため

に中部ドイツの 26の機関が特別に、ドイツ国外では初公開となる展示物を数多く貸し出しました。 

 

■ ポスター展「#HereIstand 我ここに立つ ― マルティン・ルター、宗教改革とそれがもたらしたもの」 

ドイツ総領事館では、特別展"Here I Stand" の派生展ともいうべき、A1 サイズのポスター30 枚からなる

ポスター展「#HereIStand」の日本語版を制作しました。 

このポスター展では 16 世紀に起きた大変革について詳細に解説します。はじめにマルティン・ルターの生

涯を中心に、宗教改革前後の時代を俯瞰しましょう。1517 年のヴィッテンベルクで、ルターがカトリック教

会に対して 95 ヶ条の論題を提示した後に、宗教改革運動が始まりました。新たな教えはどのように広がって

いったのでしょうか。そもそもルターの神学は何が新しかったのでしょうか。本ポスター展は、宗教改革史

における中心的な問題を明らかにします。学術的に裏付けられ、現代的にセンスよく仕上げられたインフォ

グラフィックによって、今日にまで及ぶ宗教改革の影響がありありと目に見てとれることでしょう。 

 

福岡大学における企画 
 福岡大学では、このポスター展を 2017年 11月 8日～17日に文系センター1階「プラザ 50」において行うと

ともに、ルターの誕生日である 11月 10日には特別記念講演会を中央図書館多目的ホールにおいて開催いたしま

す。また、講演会会場には福岡大学中央図書館所蔵の『ルター全集』やグーテンベルクの『四十二行聖書』（レ

プリカ）などの貴重図書・関連図書を展示する予定です。なお、通常ケース展示される『四十二行聖書』は今回、

ケース越しではなく直接見ることのできる形で紹介させていただきます。申込不要ですので是非ご来場ください。 

 

特別記念講演会 

題目： ルターの偉業 ― 知られざるプロテスト 

講師： 金山 正道 教授（福岡大学人文学部ドイツ語学科） 

日時： 2017年 11月 10日（金）13:00～14:30 (開場 12:30) 

場所： 福岡大学 中央図書館 多目的ホール 

 


